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スロー地震観測のための長周期加速度計の開発
Design of a broadband accelerometer for the observation of slow earthquakes
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低周波微動、超低周波地震、短期的・長期的スロースリップといったスロー地震には、モーメントと継続時間が比例
するというスケーリング則があることが知られている（Ide et al, 2007）。このスケーリング則から予測されるスロー地震
で、特徴的な継続時間が 10秒程度のものと 103 から 104 秒程度のものは観測の報告がされていない。このうち 10秒程
度の方は脈動の影響により観測が困難であると考えられる。一方、103から 104秒程度のスロー地震は、工夫することに
より観測が可能ではないかと考えている。このような継続時間のスロー地震を捉えることを主な目的として、長周期加
速度計の開発を検討している。スロー地震から予測される地面の加速度スペクトルや歪スペクトルを弾性体の力学の理
論に基づいて計算し、観測機器のノイズや地面振動のノイズと比較することにより、観測が可能かどうか考察する。さ
らに、通常の手法では観測が困難であると考えられるので、スロー地震の特徴に適した観測方法を提案したいと考えて
いる。また、そのような観測方法に特化した長周期加速度計の設計の概要を報告する。
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